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『文苑英華』所収の杜甫詩文について（一）

静 永 健

詩聖、すなわち中国随一の詩人と云われ、こんにちもなお敬仰される盛唐

の詩人杜甫（７１２～７７０）であるが、その詩文集は、いったい、何時、どこで、

誰が編集し、これを世に残そうとしたのか。本稿は、この問題をめぐる序説

である。

杜甫の詩文集は、一般に『杜工部集』と呼ばれる。そのうち、現存する最

も古いテキストは北宋時代の王洙（９９７～１０５７）が編集した二十巻本で、そ

の序文には宝元二年（１０３９）の王洙の署名が見える�。その後、彼の詩集は、

中国の各地、そして各時代においてさまざまな注釈を施されて出版され現在

にも伝わっているが�、その諸本は、大方においてこの王洙本を基本として

いるのである�。しかし王洙本の成立以前、つまり杜甫逝去より北宋前期ま

での約二七〇年間、その詩文は、いったいどのように伝えられていたのであ

ろうか。そして、その本（恐らくは手書きによる写本）は、どのような体裁

で、しかもどのような本文であったのだろうか。このことについては、従来

より幾つかの推測はあるものの、いまだ具体的な研究調査が行われていない

のが実情である�。

だがここにその空白を填める恰好の文献資料がある。宋代草創期と言える

太平興国七年（９８２）九月に編集が開始され、雍煕三年（９８６）十二月に完成

した宋太宗（趙匡義）勅撰の『文苑英華』一千巻である。この総集は、六朝

梁・昭明太子撰『文選』の後を継ぎ、六朝後半期から唐五代の詩文を収録す

る一大詞華集である�。
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該書が杜甫詩研究に特に有効であるのは、先に述べた王洙本成立以前の杜

甫の作品の流伝状況が、具体的に（本文の字句異同のレベルにおいてではあ

るが）明らかにできるという点にある。しかしこれまで『文苑英華』を用い

ての文学作品の本文研究は、あまり活発とは言えない状況にあった。

その理由は、『文苑英華』そのものにも存在した。

現在、私たちが一般に目睹する『文苑英華』影印本�は、宋版の部分と明

版の部分とを取り混ぜたもので、宋刊本の本文の全容がつかめなかったこと、

また、宋版・明版を問わず『文苑英華』自体に、明らかな誤写が含まれてい

る場合があり、そのことから、『文苑英華』に見える本文の信用度があまり

芳しいものではなかったこと等である。しかし『文苑英華』に収録される作

品の本文は、中国北宋初期に伝来した「唐鈔本」の本文に拠るものであり、

おさおさ忽せにできぬ部分が存するのである�。

実際に『文苑英華』に収録される杜甫詩において、一例を挙げよう。

丞相祠堂何處尋 丞相の祠堂 何れの処にか尋ねん。

錦官城外柏森森 錦官城外 柏森森たり。

映階碧草自春色 階に映ずる碧草 おのづから春色、

隔葉黄驪空好音 葉を隔つる黄驪 むなしく好音。

三顧頻繁天下計 三顧頻繁なり 天下の計、

兩朝開濟老臣心 両朝 開済す 老臣の心。

出師未捷身先死 出師 いまだ捷たざるに 身は先づ死し、

長使英雄涙滿襟 とこしへに英雄をして 涙 襟に満たしむ。

後年『唐詩三百首』にも採録される杜甫の代表作「蜀相」詩である。この

詩は、先述の王洙本では巻十一、また清代の仇兆鰲『杜詩詳注』（以下『詳

注』と略す）では巻九に収められている。王洙本、『詳注』本ともに、該詩

は「蜀相」と題している。しかし『文苑英華』巻三二〇（郊祀・祠廟部）は、

『文苑英華』所収の杜甫詩文について（一）
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○

この詩を収めて唯一「蜀相廟」と題するのであって（傍点は筆者、以下同）。

これは、僅一字ではあるが、こんにちの杜詩集諸本いずれもが指摘せぬ貴重

な異文となっている。

しかも該詩の題は、あるいは元来「廟」字があった可能性が高い。それは、

該詩の内容が、まさしく成都郊外の「諸葛亮廟」を拝訪しての作品であるこ

と（従って『文苑英華』は祠廟の部に配列）のほか、中唐の韓愈（７６８～８２４）
○

が編述したとされる『順宗実録』中の次の記事に該詩を引用して「諸葛亮廟

に題す」と記していることにも一致するからである。

上疾久不 、内外皆欲上早定太子位、叔文黙不發議。已立太子、天下皆
ママ

喜、而叔文獨有憂色。常吟杜甫題諸葛亮廟詩末句云、「出師未用身先死、

長使英雄涙滿襟。」因歔欷流涕。聞者咸竊笑之。
やまひ つと

上（順宗皇帝）疾久しくして
い

えず、内外みな上の早に太子の位を
やが

定めんことを欲す、叔文 黙して議を発せず。已て太子を立つるに、

天下みな喜ぶも、叔文のみ独り憂色有り。常に杜甫の《題諸葛亮廟》

詩の末句に云ふ「出師未だ用ゐられずして�身は先づ死し、長へに英

雄をして涙襟に満たしむ」を吟じ、因りて歔欷流涕せり。聞く者みな
ひそ

窃かに之れを笑ふ。 （韓愈『順宗実録』巻五）

本書は貞元二十一年（８０５）正月二十六日に即位し、同年八月四日に退位

した順宗皇帝の記録であり、引用部分は、その側近であった王叔文の一挿話

である。文献上において杜詩の流行が確認できる最も早い資料の一つである。

なお、この挿話は、宋代に編集された『冊府元亀』（巻４８０台省部姦邪篇）、

『旧唐書』王叔文伝（巻１３５）、『新唐書』王叔文伝（巻１６８）、そして『資治

通鑑』唐紀５２（巻２３６）にも引用されており、それぞれ少しずつ異同がある

が、おおよそにおいて「廟」あるいは「祠堂」の文字があったことが推測で

きるのである。

『文苑英華』所収の杜甫詩文について（一）
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・常吟杜甫題諸葛亮詩 （『冊府元亀』）�

・但吟杜甫題諸葛亮祠堂詩 （『旧唐書』・『資治通鑑』）

・誦杜甫諸葛祠詩以自況 （『新唐書』）

このように『文苑英華』に採録される杜甫の詩文は、唐後半期より北宋初

期までに伝えられた、言わば「空白期間」の本文を伝える、極めて重要な資

料なのである。

なお近年、この『文苑英華』の本文校訂を進める上での貴重な研究成果が

公刊された。近代中国の書誌学者傅増湘（１８７２～１９４９）が『文苑英華』の明

鈔本によって本文を校訂した『文苑英華校記』（全１０冊、北京図書館出版社、

２００６年）である。本書は、傅氏が中国に残存する「宋刊本文苑英華」（残存

１４０巻、本稿注６参照）と「明刊本文苑英華」、そして現在中国国家図書館に

所蔵される「明鈔本文苑英華」との校勘結果を記したものである。私たちは

今後、『文苑英華』の本文を見るに当たっては、是非ともこの明鈔本�との校

合を参照すべきである。これによって明刊本の誤刻を改めることができるか

らである。

さて、以上のような参考書を用い、筆者は、以下数号にわたって『文苑英

華』所収の杜甫の作品について、その本文異同を校勘し、わたくしの校定結

果を示したいと思う。筆者の不注意による更なる誤謬が生まれる場合もある

かもしれないが、杜甫研究の新たな研究材料を提供すべく、ここに報告する

次第である。

まず本稿は、『文苑英華』に収められる杜甫の作品を一覧表として示す。

詩文合計２５９首。詩人としては、白居易に次いで多くの作品が採録されてい

る。なお私見では、この『文苑英華』編集時に使用された「杜甫集」（以下、

英華本と仮称する）は、先述の王洙編集の『杜工部集』（王洙本）とほぼ同

規模の杜甫の全集であったと推定される。それは、この英華本の杜甫の作品

は、以下に分布表を示すように、王洙本二十巻のすべての巻に亘っているか

『文苑英華』所収の杜甫詩文について（一）
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巻１ 巻２ 巻３ 巻４ 巻５ 巻６ 巻７ 巻８ 巻９ 巻１０
１８ １４ １５ １２ １５ ３ ２３ １８ １４ ３１
巻１１ 巻１２ 巻１３ 巻１４ 巻１５ 巻１６ 巻１７ 巻１８【巻１９】【巻２０】 佚
１７ １２ ５ ６ ８ ６ ９ １０ ８ ８ ７

＊【 】のついた第１９・２０巻は散文。

巻１ 巻２ 巻３ 巻４ 巻５ 巻６ 巻７ 巻８ 巻９ 巻１０ 巻１１ 巻１２
６ １２ １１ １０ １７ １８ ８ ７ １４ １９ １１ １１
巻１３ 巻１４ 巻１５ 巻１６ 巻１７ 巻１８ 巻１９ 巻２０ 巻２１ 巻２２ 巻２３【巻２４／２５】

８ ８ １１ ９ ５ ４ ３ ６ １３ ２５ ７ １６

＊【 】のついた第２４・２５巻は散文。

らである。

『文苑英華』所収作品の宋本（王洙本）における分布

杜甫の詩歌は、諸本いずれにおいても、まず形態において古体詩・近体詩

に大きく二分割し、そして、以下杜甫の移動した地点に沿って、ほぼ製作年

代順に配列されている。従って、もし上掲の分布表に一巻でも「０」の数字

が見えた場合、英華本の杜甫詩集は、そ
�

の
�

時期の彼の作品を目睹していない

可能性が生じるのである。しかし、結果は以上の通りであって、杜甫の全生

涯の作品を網羅していることが判明するのである。

このことは、更に後代において、杜甫の年譜を商�し、その作品をほぼ編

年順に配列�している『杜詩詳注』での分布を調べることによっても再確認

できる。

『文苑英華』所収作品の『杜詩詳注』における分布

杜甫の詩文集は、北宋の王洙が編集する以前、すでにその全生涯の作品を

網羅したものが成立していたように推測される。そして、その一本の残像が、

間違いなくこの「英華本」杜甫集に保存されていると考えられるのである。

『文苑英華』所収の杜甫詩文について（一）
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注

（１） 民国・張元済編集『続古逸叢書』（上海商務印書館、１９５７年）所収。
原本は上海図書館所蔵。なお、本書は王洙の編集本を王祺が入手し、嘉
祐四年（１０５９）蘇州にて刊刻したもの（巻末に王祺の「後記」がある）を、
さらに清朝の蔵書家の毛 が、その工房（汲古閣）において康煕三十八年
（１６９９）に重鈔補刻したものである。

（２） 例えば黄永武編『杜詩叢刊』（台湾・大通書局、１９７４年）には３３種、吉
川幸次郎編『杜詩又叢』（中文出版社、１９７７年）には７種の杜甫集の版本
（一部に手鈔本を含む）が集められている。

（３） 王洙の「杜工部集序」によれば、彼は各地に伝存する杜甫の詩文集をあ
つめ、重複する作品を取り除いて「１４０５首（古体詩３９９首・近体詩１００６首）」
の詩を都合十八巻にまとめ、そして散文集二巻を併せて二十巻としたと述、
べている。そして、その際に蒐集した杜甫集は全部で「九十九巻」にのぼっ
たとし、その目録を小字で以下のように注記している。ちなみに、以下を、
合計すると「八十九巻」となる。
古本二巻 蜀本二十巻 集略十五巻 樊晃序小集六巻
孫光憲序二十巻 鄭文宝序少陵集二十巻 別題小集二巻
孫僅一巻 雑編三巻

（４） 唐の潤州刺史であった樊晃（その在任期間は大暦五年～六年：７７０～
７７１）は自ら「杜工部小集」という杜詩選集を編集している。現在は樊晃
の序文のみが残っているが、そこに「（杜甫の）文集六十巻、江漢の南に
行なわる」とあり、杜甫の死没直後には何らかの形でその遺稿が編集され
ていたことが判明している。しかし、それが誰によって行なわれ、何故「江
漢の南」一帯に広まっていったのかは不明である。またそれが果たして「六
十巻」もの分量があったのかも不明（数字そのものについては誤写・誤伝
の可能性は否めない）。これらのことに関しては、一昨年の日本中国学会
大会（第５９回）において「九世紀における杜甫詩集の伝播について」と題
して私見を口頭発表した。後日、論文としても発表する予定である。

（５） 花房英樹「文苑英華の編纂」（京都大学人文科学研究所「東方学報」第
１９号、１９５０年）、凌朝棟『文苑英華研究』（上海古籍出版社、２００５年）等を
参照。

（６） 北京・中華書局１９６６年影印出版『文苑英華』（全六冊）。本書の影印部分
は、次の二種類の版本を併せたものである。
Ａ．南宋・嘉泰元年～四年（１２０１～０４）周必大刻本。

十行二十字、白口左右双辺。
Ｂ．明・隆慶元年（１５６７）胡維新、戚継光刻本。

十一行二十二字、白口四周単辺。
全一千巻におよぶ本書の影印のうち、Ａ本の部分は残存部分が極めて少な

『文苑英華』所収の杜甫詩文について（一）
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く、僅かに以下の１４０巻分（北京・中国国家図書館所蔵本）に過ぎないが、
貴重である。
〔Ａ本影印の部分〕
巻２０１～２１０ 詩／楽府十～十九
巻２３１～２４０ 詩／隠逸二・寺院（塔附）一～七・ 和一
巻２５１～２６０ 詩／寄贈五～十四
巻２９１～３００ 詩／行邁（館駅附）三～十・軍旅一～二
巻６０１～７００ 表・牋・状・檄・露布・弾文・移文・啓・書・疏・序

（７） たとえば『文苑英華』中、最も作品収録数の多い白居易の詩文について
言えば、『文苑英華』の本文は、往々にして我が国に伝存する「旧鈔本白
氏文集」（神田本、金沢本など）に一致し、逆に南宋刊本である紹興本や
那波本とは異なる部分がある。このことは『文苑英華』の編纂された頃が、
いまだ多くの「唐鈔本」が利用できる時期にあったことに拠る。太田次男
博士の『旧鈔本を中心とする白氏文集本文の研究』（勉誠出版、１９９７年）
等を参照されたい。
また、白居易以外の作品についても、日本に残る旧鈔本系統の本文と一
致する場合があることは、静永「千載佳句所引耿�詩異文考」（『中唐文学
会報』第１３号、２００６年）において、中唐の詩人耿�の作品について例証した。

（８） この「未用」の字、杜甫詩集諸本は「未捷」に作る。思うに、これは現
在伝わる『順宗実録』本文の誤写であって、本来は「未捷」であったであ
ろう。この実録の文章をそのまま引用する『旧唐書』王叔文伝、『資治通
鑑』唐紀、『冊府元亀』台省部はすべて「未捷」に作っているからである。

（９） この『冊府元亀』のみ「廟」および「祠堂」の文字が無いが、「題」字
を冠することから、やはり杜甫が成都の諸葛亮廟に参詣し、その廟所の壁
かきつけ

に題したという意味を持つと考えられる。やはり本来、この杜甫詩のタイ
トルは「蜀相廟」あるいは「題蜀相廟」、もしくは「題諸葛亮廟（祠堂）」
であった可能性が高い。

（１０） なお『文苑英華』明鈔本は我が国にも数点存在する。そのうち静嘉堂文
庫所蔵の明鈔本の一部分は、神鷹徳治「静嘉堂文庫蔵明鈔本『文苑英華』
所載「新楽府」（凡二十一首）影印」（実践女子大学「年報」２１、２００２年）
によって紹介されている。

（１１）『杜詩詳注』の詩集部分（巻１～２３）を大まかに示すと、次のように配
列されている。
巻１～巻６ 青壮年期および安禄山長安陥落（７５６年）前後
巻７～巻９ 華州から秦州そして成都に辿り着くまで
巻１０～巻１４ 成都および四川省内流寓時代
巻１５～巻２０ 冀州時代
巻２１～巻２３ 冀州を去り江陵、そして衡州にて没するまで

『文苑英華』所収の杜甫詩文について（一）
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『文苑英華』所収杜甫詩文一覧
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